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サクラ‘啓翁桜'の早期促成における低温処理温度が開花、品質に及ぼす影響

佐藤武義・酒井友幸・西村林太郎*・伊藤政審

(山形県農業総合研究センター園芸試験場・*山形県庁)

Effect of Temperature of Chilling Treatment on the Flowering and the Quality 

for Prunusxkθio-zakura Ohwi cv.Keio…zakura Cut Branches in Early Forcing 

Tak巴yoshiSATO， Tomoyuki SAKAI， Rintaroh NISHIMURA * and Masanori ITO 

(Horticul tural Exp巴rimentStation ， Yamagata Integrated Agricul tural Research Center . 

主YamagataPrefectural Government Office) 

1 はじめに

サクラ官省桜'の切り校は、これまで{相役持性につし、て調

べられ1)、それに引き続き、{材民打破による促成(以下、早期

f町民と表す)技術が開発されたことにより:3)、")、 12月下旬か

ら出荷が可能となっている。また、 12月下旬出荷の早均払町財支

術の普及と需要開拓が併行して行われたことから、現在、サク

ラ切り校は、正月用のlGtオとして重要な品目に位置付けられて

いる。ところで、早期的戎において開花率を高めるためには、

秋季以降において一定長以上の低減に遭遇することが必要であ

るが、秋冷の到来の遅い年次は自然条{牛では低j鼠を充足するま

でに多くの日数を要する。そのため、県内産地では、一般に11

月中旬~下旬に行われる切り枝の収穫作業や、 12月上旬に行わ

れる切り校の促成開始の時期が遅れることから、 12月下旬出荷

の安定化を図るうえで、自発l;f¥!l誌の党首靭J果のある組支域を明

らかlこすることが調起となってし、る。これまで、早郷足成にお

ける開花詩吟高める切り校の低温処甥温度は、 OOC、20C、40C、

8
0

Cの出!l交において80Cが最も効耕句であると幸陪されている 1)。

また、 80C以下のfJJ:出萱過を 500~00 時陪とした切り校を仇試

した場合、 400Cの温湯に 1持関浸後にジベレリン剥ノ荷怯た

はシアナミド7硝リを切り校全面散布すると開花率が高くなり、

ノJ~の品賞も良好となることが明らかにされている心。

オウトウ2)やニホンナシ5)では、 80C以上の;鼠l支域でも自発休

[1民の覚醒が俗韮されることが報告されているが、サクラでは8
0
C

以との混度j或における反応は不明な点Jが多しLそこで、 11月下

旬に収穫した 80C以下の自然低温適齢， 300時間の切り校を供

試して、 5、8、13
0

Cでそれぞれ10日品官民溺処理した場合の処理

掴主が照花とiJ'1Eの品質に及ぼす影響を調べた。

2 試験方法

1993年に損益し、切り戻し収穫を繰り返しながら養成したサ

クラ‘啓紺Xの枝Jから、2008年11月21日に切り校を収穫し、

直後から水揚げを行い露地条件下に置床した。肉効利には、

80C以下の自然低;国蕗畠が300時間lこ到達した11月22Sに、切

り校を長さ90cm{こ訪寝室して1;!執し丸子討議会区は、 11月22日カミ

ら12月2Sまでの 10日間 50C、8
0

C、13
0

Cの各温度の回j同室

内において、切り校を暗黒、水揚げ条件で低j都在理した区(以

下、 5
0

C区、 80C区、 130C区と表すっと、 te:ilul直に入室しないで

露地条利二下で水生け置床を1脳流した自然対鼠度区を設けた。 1;畑氏

四皮は、低i慰問が終了した12fl 2 13に400Cのj鼠湯に 1s朝日

夜後にジベレリン〈協和発自子バイオ(株)、ジベレリン協和

粉末、ジベレリン3.1%含有、以下、 GAと表す)25ppmまたは

50p仰を切り校全面散布する方法(以下、 rru~十GA と表す)を

用し九 GAは、 1間三が充分沼机るように1校当たり約抑止を

目安にハンドスプレーマ波平行した。切り校の胞或は、 12fl 2 13 

に加iilil温度 200C (盟副 1130C (初昆)に設定したガラス温室

に移動して開始した。促成中の水揚げは、切り校の主詰[1が水に

10 CI1l程度ひたるようにし、イj誠開始から概ね1退問後と 2週間

後に*'を取り替えて切り口の腐敗を防し、だ、訟験は各区6校ず

つをW<lj弐して行ったO 促成開始から催邑始日までの臼数を{品II色

所要日数、促成開始から開花始日までの日数を至Ij花日数とした。

開花率と1!-¥fEの品質は2009年1fl5Elに調べた。

3 試験結果及び考察

{校創腰日数は、80C区の淑湯十GA50ppmが15日(12凡17日)

と最も早くなり、次いで50C区の混湯十GA50ppm、温湯十GA25ppm、

80C区の温湯ートGA25ppm、130C区の温湯+GA50ppmが16日 (12月

18日)と卒くなったが、 130C区の温湯舟トGA25ppmは 17日 (12

月 19日)とや明Eさくなった儲1)。到花日数は、 80C区の温

湯十GA50ppmが20日(12月2213)と王手く、その他の区は制米

自民問皮処理とも21日(12月2313)と時子となった各低倣ーし

理区とも{村長十]破をしない無処理では、自術昆度!互の無処理と

同様に、来催色、未開花であった。

開花率は、 8
0

C区の温湯十GA50ppm と j鼠湯十GA25ppmが97~98%

と最も高く、また、開花揃いが極めて優れた(国2、1Zl3)。

次いで、50C区の温湯十GA50p問と温湯十GA25ppmが96%と高く、

開花撤いも 80C区と出!5えしてやや劣るものの高品性は高く良女子

で、あった。一方、 13
0

C区の温湯ートGA50ppmと浪湯十GA25ppmは87

~89%となり、実用的な開花率に達したが、開花;m~し、は劣った。
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イオrt，の品質については、花そう重は、 130C区の温湯十GA50ppm
が 2.4g とやや重くなったが、その他の区は1. 8~1. 9g となり

差崎容められなかった(表1)。出35は、 130C区の溢湯十GA50ppm

が27.2mmと最も大きく、次いで、13
0
C区のI鼠湯十GA25ppmが23.2

rnmと大きく、その他の夜では21.0~23. 1捌となり泊は認められ

なかった。花梗長は18.5~21. 3翻となり差は説、められなかった。

このように、80C以下の自然低温j藍昂が300時間の後榊民期の

切り校を 10 日間低温~する場合、 8
0

C処理の開花喜界が高く、

開花揃しゅ1極めて優れた。また、 5
0C処浬でも開花率が高く、関

部品、は良好で、あった。この点lこっし吋は、本争犠よりも自然

{尉副監遣の少なし、前{相時駒込ら真正併司慰努にかけて低温畑翠を

行った結果[)とほぼ同様の傾向で、あった。一方、13
0C処捜では、

80C処濯や50C処理とめI交して、開花揃し、は劣ったものの、開花

率は8
0
C処想の約 90%と実用的な水準となった。これまで、木

県における平邦百足成の開胸i寺郊の目安は、80C以下の自然低潟遭

遇が500時間以上とされ、8
0
C以上の混鰍は無効と仮定されて

きた。しかし、本命~食の結果から、 8~130Cの温度も自発{村民の

党関脇来のある温度として考癒したうえで、一定の重みづけを

行し、誤算すると、秋冷の到来の遅い年次でも、切り校の収穫作

業や{腕開伽コ5糊を遅れさせなし、で、開i陪戎12月下勾出荷

の安定化が図られる可能性が示されたc 近年、気象の年次変動

は大きしL一方、サクラ切り校の産地は県内一円に拡大してい

る。サクラにおいては、オウトウ2)やニホンナシ5)とは自発休

眠の3訪問践の適温が異なることから、年次や該地が呉なる場

合でも安定生産が可能となるように、今後、脳競E聞をさらに

広げて自発榊民の党離に及ぼす1即支ごとの影響を諦ぺる必要が

あると考えられた。
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ヰまとめ

サクラ‘啓翁桜'の早期促成において、 80C以下の自然低j鼠遭

遇が300持聞の切り校に10日間 (=240待問)、 50C、80C、130C

でそれ研工低温処理した場合、 8
0
C処王患の開花判>;97へ--98%と

最も高く、また、開花揃いが恨めて優れ、次し、で50C処曜の開

花率が96%と高く、開花脇、が良女子となった。一方、 130C死鯉

では、開花ネと開花揃いは8
0

C処躍と 5
0

Cタ担'!l!に比較して劣った

ものの、歪IJ花日数に差ば認、められず、調布率は87~89%と実用

的な水準に達した。
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自然温度/祭処走塁

13'C/終処忍
13'C/i畠怒+GA25ppm

陸倦色所姿日数{日} 自然選後/警善処塚

a健也から隠花までの回数(呂 13'C/然処理

13'C/i畠滋十GA50ppm
グ'C/終処走塁

8'C/i畠滋十GA25押m
80C/;~滋+GA50ppm

5'C/然処環
5'C/i畠主義+GA25ppm
5'C/i墨溺十GA50押m

自 5 10 15 20 25 
(臼)

関1 催制加と到花釘数に及ぼす切り校の低温処部却支の影務

国3 {鮪湖における=1"1:.芽の脚立制兄
({;村民打破:樹易+GA25ppm)

o 20 40 60 80 100 
関花率(%)

闇2 潤花惑に及ぼす切り校の低温処閣邸支の影響

表1 ノJ%の品質に及ぼす切り校の低温処部副主の影響

試験区 '1Eそう遼， ;J、花数:fEi圭 花校長
(只飼_)__  (Inm) 胴)

5'C/滅湯+GA50ppm 1.8 2.6 23.021.0 
5'C/i盈湯+G A25ppm 1. 8 2.5 21. 8 19.6 
ii:ÇL~怨PJL__ ー………ふ…・…一-
s'ëパ宣湯舟ト ë-Ä-5Õ-pp-;，-;-------------i~-9----------2~-f-------2iCC----2γγ

8'C/i艮滋十GA25ppm 1. 8 2. 5 21. 0 18. 5 
?_~L~処恕 -
13'C/i鼠i易→ e-A-5O-pp-;'-;一一一 2.4一一一τす……・百万一一19ゴ-
130C/滋湯+GA25ppm 1.8 2.5 23.219.2 

J~:ÇLJ準怨翠.幽…舗網一一一…・網"…・剛λ………岨幽二一幽一一…二
自然滋皮/然処王室 一 一 一 一ーー
， 10花そうききたり y1花そう当たり
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